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結
婚
50
周
年
を
祝
う
「
第
59
回
金

婚
夫
婦
表
彰
式
」（
熊
本
日
日
新
聞
社
・

小
国
町
）が
9
月
7
日
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
小

国
郷
中
央
支
所
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、昭
和
42
年

に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
対
象
で
、
小

国
町
で
は
25
組
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、は
じ
め
に
熊
本
日
日
新
聞

社
表
彰
が
行
わ
れ
、
池
下
敬
一
郎
事
業

局
次
長
か
ら
受
賞
者
代
表
の
梅
田
正

剛
さ
ん
・
泉
さ
ん（
西
里
芹
原
）ご
夫
婦

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
池
下

敬
一
郎
事
業
局
次
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、小
国
町
表
彰
が
行
わ

れ
、北
里
耕
亮
町
長
が
各
大
字
代
表
の

ご
夫
婦
に
、
小
国
町
か
ら
の
表
彰
状
と

記
念
品
を
手
渡
し
、そ
の
あ
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
北
里
光
男
さ
ん
・
英
子
さ
ん（
北
里
本

村
）ご
夫
婦
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
25
組
の
ご
夫
婦
の
皆

様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
結
婚
さ
れ
た
昭
和
42
年
は
、高
度

経
済
成
長
（
イ
ザ
ナ
ギ
景
気
）の
後
期

で
、
日
本
経
済
は
第
二
の
転
換
期
を
迎

え
て
い
た
時
期
で
す
。
そ
れ
か
ら
50
年
、

こ
れ
ま
で
ご
夫
婦
で
手
を
た
ず
さ
え
、

苦
楽
を
共
に
し
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
、こ

れ
か
ら
も
末
永
く
幸
せ
に
、
益
々
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

※
戸
籍
通
り
の
文
字
で
表

　

記
で
き
な
い
文
字
は
正
字

　

で
表
記
し
て
い
ま
す
。　

橋
本　
　

敏
弘

　
　
　
　

秀
子

河
津　
　

信
義

　
　
　
　

ス
ナ
子

森
下　
　

靜
夫

　
　
　
　

智
恵
子

森
下　
　

美
利

　
　
　
　

ミ
ヤ
子

上
野　
　

隆
之

　
　
　
　

幾
代

大
塚　
　

一
東

　
　
　
　

節
子

丸
埜　
　

征
治

　
　
　
　

ス
ズ
子

磯
﨑　
　

憲
勝

　
　
　
　

カ
ツ
子

児
玉　
　

允
夫

　
　
　
　

み
ち
よ

芝　
　
　

誠
一

　
　
　
　

ユ
フ

進　
　
　

照
夫

　
　
　
　

ヒ
サ
子

木
附　
　

義
男

　
　
　
　

君
子

北
里　
　

光
男

　
　
　
　

英
子

後
藤　
　

信
一

　
　
　
　

朝
香

戝
津　
　

壽
俊

　
　
　
　

ミ
ズ
子

梅
田　
　

正
剛

　
　
　
　

泉

永
野　
　

正
継

　
　
　
　

花
惠

岩
本　
　

新
一

　
　
　
　

ユ
キ
子

佐
藤　
　

輝
生

　
　
　
　

ト
シ
子

河
津　
　

知
憲

　
　
　
　

イ
チ
子

鎗
水　
　

申
助

　
　
　
　

小
代
子

髙
村　
　

公
明

　
　
　
　

三
代
子

田
邊　
　

淳
美

　
　
　
　

ナ
ル
ミ

宇
都
宮　

正
勝

　
　
　
　

セ
ツ
子

長
野　
　

幸
成

　
　
　
　

正
子

◆
宮　

原

◆
北　

里

◆
西　

里

◆
下　

城

◆
黒　

渕

◆
上　

田
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９
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
中
央
支
所

で
、
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
「
家

電
選
び
か
ら
始
め
る
お
得
で
エ
コ
な
暮
ら
し
方
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
第
１
部
で
は（
一
社
）ク
ラ
ブ
ヴ
ォ
ー
バ
ン
理

事
で
あ
る
中
谷
哲
郎
さ
ん
に
よ
る
省
エ
ネ
家
電

に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
・
イ
ズ
・
マ

ネ
ー
」
と
い
う
考
え
方
を
軸
に
進
め
ら
れ
、
現
在

使
用
し
て
い
る
家
電
を
最
新
の
省
エ
ネ
家
電
に

す
る
こ
と
で
、ど
れ
だ
け
お
得
に
な
り
、
使
用
電

力
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
の
話
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
時
折
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
な
が

ら
の
講
演
は
、わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も

の
で
し
た
。

　

ま
た
第
２
部
で
は
、
九
州
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
の

か
ず
先
生（
こ
と
、
石
橋
一
樹
さ
ん
）に
よ
る
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
か
け
る
巨
大
空
気
砲
な
ど
の
実
験
に
加

え
、エ
コ
な
実
験
と
い
う
こ
と
で
手
回
し
発
電
機

を
使
用
し
た
白
熱
電
球
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
発
電

の
実
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
験
が
成
功
す
る

と
会
場
か
ら
拍
手
が
起
こ
る
な
ど
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ョ
ー
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

※
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は
、
生
活
の
な
か
で
よ
り

環
境
に
優
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
賢
く（
ク
ー

ル
）選
択
す
る（
チ
ョ
イ
ス
）国
民
運
動
で
す
。

　

人
権
劇
団
光
座
に
よ
る
公
演
が
８
月
19

日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
光
座
は
、
小
国
郷
の

有
志
を
中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
60
歳
代
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
、
様
々
な
職
種
の
メ
ン
バ
ー

約
70
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
差
別
や
人

権
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
権
劇
に
取
組
み
、
今

年
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
決
し
て
劇
を
す

る
こ
と
、
運
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
得
意
で

は
な
い
素
人
ば
か
り
で
す
が
、
座
員
の
一
人
ひ

と
り
が
色
々
な
想
い
を
も
っ
て
、
伝
え
た
い
、

届
け
た
い
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
集

い
ま
し
た
。

　

今
回
上
演
さ
れ
た
「
焔
」
は
、
「
自
由
は

土
佐
の
山
間
よ
り
生
ず
。
」
坂
本
龍
馬
を
輩

出
し
た
高
知
の
、
ち
い
さ
な
町
の
名
も
な
き

人
々
か
ら
始
ま
っ
た
、
日
本
を
変
え
た
奇
跡

の
実
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
人
権
劇
で
す
。

　

こ
ど
も
に
夢
や
希
望
を
持
た
せ
て
や
り
た

い
。
日
本
国
憲
法
第
26
条
に
掲
げ
ら
れ
た

「
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
」
を
実
現
す

る
た
め
、
教
科
書
無
償
化
に
向
け
て
立
ち
上

が
っ
た
運
動
の
記
憶
を
多
く
の
人
に
残
し
て
い

き
た
い
、
昨
日
の
自
分
よ
り
今
日
の
自
分
を

好
き
だ
と
言
え
る
生
き
方
で
あ
り
た
い
。
と
願

い
を
込
め
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
私
達
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
と
は
ど
う
い

う
事
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

◎
私
に
は
当
た
り
前
の
無
料
に
こ
ん
な
活
動
が

あ
っ
た
の
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。

◎
「
前
の
自
分
よ
り
今
の
自
分
を
好
き
だ
。

わ
か
り
あ
え
る
仲
間
が
い
る
」
と
い
う
事
を
語

れ
る
よ
う
に
自
分
も
歩
ん
で
い
き
た
い
。

◎
教
科
書
無
償
の
闘
い
は
長
年
保
護
者
の

頑
張
り
が
あ
っ
た
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し

た
。
憲
法
を
守
る
闘
い
の
歴
史
の
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
力
を
併
せ
る
事
の
大

切
さ
・
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

家電セミナーの様子

演劇のワンシーン

省
エ
ネ
家
電
セ
ミ
ナ
ー
が　

　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

人
権
劇
団
「
光
座
」
公
演
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今
年
は
善
三
先
生
の
没
後
30
年

に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
節
目
に
、

熊
本
市
に
あ
る
肥
後
の
里
山
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
、
「
坂
本
善
三
美
術
館

展　

坂
本
善
三
―
抽
象
へ
の
道
―
」

と
い
う
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
株
式
会
社
肥

後
銀
行
と
公
益
財
団
法
人
肥
後
の

水
と
み
ど
り
の
愛
護
基
金
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
善
三
美
術
館
の
収
蔵

品
の
中
か
ら
、
え
り
す
ぐ
っ
た
善
三

先
生
の
代
表
作
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

肥
後
の
里
山
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
熊

本
市
の
肥
後
銀
行
本
店
ビ
ル
１
階

に
あ
り
ま
す
。
観
覧
無
料
で
す
の

で
、
熊
本
市
へ
行
く
機
会
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
畳
で
は
な
い
展
示
室
で
善
三
先

生
の
作
品
を
見
る
の
も
新
鮮
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

会
期　

10
月
16
日
―
11
月
25
日

場
所　

肥
後
の
里
山
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

熊
本
市
中
央
区
練
兵
町
1

　
　
　

（
肥
後
銀
行
本
店
１
階
）

電
話　

０
９
６-

３
２
６-

７
８
０
０

　

平
成
29
年
度
の
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小

国
郷
畜
産
共
進
会
が
９
月
16
日

（
土
）、
宮
原
切
原
の
小
国
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

畜
産
共
進
会
は
、
よ
り
能
力
の

高
い
家
畜
の
生
産
に
よ
り
畜
産
経
営

の
安
定
化
と
消
費
者
の
食
の
安
心
・

安
全
を
推
進
す
る
た
め
、
参
加
し

た
家
畜
の
改
良
成
果
を
披
露
し
、

生
産
者
の
更
な
る
意
欲
の
向
上
を

目
的
と
し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
両
町
よ
り
合
わ
せ
て

48
頭
が
出
品
さ
れ
、
肉
用
種
６
部

門
で
体
格
や
発
育
な
ど
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

◆
名
誉
賞
◆

黒
毛
和
種　

子
牛
の
部

　

名
号　

ふ
く
こ

　

宮
原　

原
山　

貢

経
産
牛
の
部

　

名
号　

き
よ
ひ
ら

　

下
城　

宮
﨑　

誠
也

肥
育
牛
の
部

　

名
号　

聖
美

　

黒
渕　

市
原　

秀
英

　

名
号　

晴
丸

　

上
田　

橋
本　

泰
藏

　

8
月
26
日
土
曜
日
、
小
国
町
建

設
業
協
会
に
よ
る
美
化
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
化
活
動
は

今
年
で
4
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

小
国
町
管
内
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線

及
び
各
町
道
に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、
午

前
中
で
終
了
し
ま
し
た
。
小
国
町

建
設
業
協
会
の
内
田
知
行
会
長
は

「
各
町
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
を
、
建
設
業
協
会
会
員
9
社
27

名
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
に
密
着
し
た
建
設
業
で
あ
る

た
め
に
、
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
住
民
の
皆
様
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

内
田
知
行
会
長
を
は
じ
め
、
会
員

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
坂
本
善
三
美
術
館
展
」

肥
後
の
里
山
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
共
進
会

小
国
町
建
設
業
協
会

　
　

奉
仕
活
動
報
告

　

こ
の
度
、
元
小
国
中
学
校
長
の

黒
田
皎
路
さ
ん
が
教
育
功
労
者
叙

勲
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
叙
勲
は
、
校
長
経
験
を
含

む
教
職
員
の
方
で
、
88
歳
に
な
ら

れ
た
と
き
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

黒
田
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
に
教

職
員
と
し
て
旧
永
水
小
学
校
（
阿

蘇
市
）
に
勤
務
さ
れ
、
阿
蘇
郡
市

内
の
小
中
学
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ

ま
し
た
。
小
国
町
で
は
、
旧
宮
原

小
学
校
・
小
国
中
学
校
に
17
年
間

勤
務
さ
れ
、
昭
和
63
年
に
小
国
中

学
校
の
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
功
労
者
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）

　

元
小
国
中
学
校
長

　

黒
田
皎
路
さ
ん（
阿
蘇
市
在
住
）

　　

黒
毛
和
種　

子
牛
の
部

　
　
　

ふ
く
こ
号
と
原
山
さ
ん

　

経
産
牛
の
部

　
　
　

き
よ
ひ
ら
号
と
宮
﨑
さ
ん

建設業協会の皆さんありがとうございました

黒田皎路さん
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小
国
町
農
業
委
員
の
任
期
満
了
（
７
月
19

日
）
に
伴
い
、
７
月
20
日
に
「
農
業
委
員
辞
令

交
付
式
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
委

嘱
状
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
農
業
委
員
11
名
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
農
業
委
員
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
今
期
か
ら
主
に
法
的
業
務
を
行
う
農
業

委
員
８
名
と
農
地
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

現
場
活
動
を
行
う
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
６
名
の
14
人
体
制
で
、
新
し
い
農
業
委
員
会

を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら

平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

農
地
の
相
談
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
農
業
委
員

　

平
成
29
年
８
月
31
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷

情
報
企
画
セ
ン
タ
ー
で
「
農
事
組
合
法
人
か

み
だ
」
の
設
立
総
会
が
、
衆
議
院
議
員
坂
本

哲
志
様
、
参
議
院
議
員
馬
場
成
志
様
を
は
じ

め
熊
本
県
議
会
、
熊
本
県
、
小
国
町
議
会
、

小
国
町
、
阿
蘇
農
業
協
同
組
合
、
熊
本
県
農

業
公
社
、
小
国
町
農
業
委
員
会
な
ど
多
く
の

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
設
立
総
会
で
は
、
定
款
や
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
、
集
落
営
農
組
織
と
し
て
は
小
国

町
で
初
め
て
の
農
事
組
合
法
人
設
立
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
進
み
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
農
村

環
境
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
中
、
熊
本
県
で
も
、
個
人
の
担
い
手
だ
け

で
は
な
く
、
集
落
組
織
に
お
い
て
も
農
業
生
産

活
動
を
維
持
し
て
い
く
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
「
農
事
組
合
法

人
か
み
だ
」
の
所
在
す
る
上
田
３
、４
、５
部
地

区
で
は
、
平
成
27
年
５
月
に
熊
本
県
よ
り
農
地

集
積
加
速
化
事
業
の
重
点
地
区
の
指
定
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
に
、
農
家
の
意
向
調
査
を
行
い
、

説
明
会
を
何
度
も
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の

将
来
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
農
事
組
合
法
人
に
加
入
し
た
農
家

の
方
は
40
名
、
今
後
は
、
法
人
が
組
合
員
か

ら
約
23
ｈ
ａ
の
農
地
を
借
り
受
け
、
地
域
の
中

新
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

「
農
事
組
合
法
人
か
み
だ
」
設
立

や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
又
は
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
農
業
委
員

松
岡
克
明
（
会
長
）、
宮
﨑
博
美
（
職
務
代

理
者
）、
石
松
雄
平
、
梅
木
美
代
、
佐
藤
仲
子
、

穴
井
千
年
、
佐
藤
博
義
、
安
武
聖

（
敬
称
略
）

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

麻
生
輝
雄
（
宮
原
）、
松
本
和
昭
（
上
田
）、

後
藤
信
介
（
北
里
）、
二
田
水
宏
一
（
西
里
）、

時
松
達
也
（
下
城
）、
坂
田
敏
之
（
黒
渕
）

（
敬
称
略
）

（
前
列
）
右
か
ら

松
岡
克
明
、
梅
木
美
代
、
佐
藤
仲
子
、
宮
﨑
博
美

（
後
列
）
右
か
ら

石
松
雄
平
、
穴
井
千
年
、
佐
藤
博
義
、
安
武
聖

（
前
列
）
右
か
ら

坂
田
敏
之
、
麻
生
輝
雄
、
二
田
水
宏
一

（
後
列
）
右
か
ら

後
藤
信
介
、
時
松
達
也
、
松
本
和
昭

心
的
な
組
織
と
し
て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

の
農
作
業
を
行
い
、
農
村
環
境
の
維
持
と
継

続
し
た
農
業
生
産
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
、
農
事
組
合
法
人
の
設
立
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新農業委員の皆さん

新農地利用最適化推進委員の皆さん
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○○○○○○財　　政

平成 28 年度の一般会計決算が、9 月定例議会で認定されました。

主な歳入項目

歳入総額　60 億 21,611 千円

歳出総額　57 億 49,933 千円

平成 28 年度　小国町一般会計決算

自主財源…町が自主的に収入することが出来る財源のことです。

依存財源…国や県などが定めた額を交付されたり、割り当てられる収入のことです。

◆町　　　税　　町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

◆地方交付税　　国が、町の様々な状況に応じて交付するもの

◆国庫支出金

　・県 支 出 金　　
国や県から事業を行うために交付されるもの

◆町　　　債　　事業を行うために借り入れるもの

◆繰　入　金　　基金などから繰り入れるもの

自主財源
16億24,888千円
　　　　(27.0%)

町税　　　　　
6億04,970千円
　　　　(10.0%)

分担金及び負担金
37,973千円(0.6%)

繰越金
3億29,216千円(5.5%)

繰入金
2億55,697千円(4.2%)

使用料及び手数料
1億37,251千円(2.3%)

諸収入他
2億59,781千円(4.3%)

地方交付税
25億55,181千円

(42.4%)

依存財源
43億96,723千円

(73.0%)

国庫支出金
6億80,303千円
(11.3%)

町債
5億05,009千円
(8.4%)

県支出金
4億34,099千円
(7.2%)

地方譲与税
76,739千円(1.3%)

地方消費税交付金他
1億45,392千円(2.4%)

歳入総額
60億21,611千円

一般会計：歳入総額の状況
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○○○○○○財　　政

◆議会費
　 議会の運営経費
◆総務費
　 地域活動交付金、公立病院交付金、

光ファイバーネットワーク、おぐにチャ
ンネル制作、ふるさと納税、地域おこ
し協力隊、乗合タクシー、地方バス補
助、結婚支援対策、地籍調査、税の
賦課徴収など

◆民生費
　 臨時福祉給付金、障害者福祉サービス

等、老人保護措置、医療費助成、児童
手当、施設型保育給付、人権啓発など

◆衛生費
　 住民健診、予防接種、し尿・ごみ処理など
◆農林水産業費
　 農業委員会、農業振興、中山間地域

等直接支払、多面的機能支払、家畜
改良補助、循環型農業推進、農業·
林業担い手育成、農業農村整備、間
伐材利用推進　小国杉使用建築物
支援、治山事業など

◆商工費
　 公共施設低炭素化対策、商工振興、

鍋ヶ滝公園管理、学びやの里、観光
振興、地域エネルギーなど

◆土木費
　 町道維持管理、明里線・はげの湯線・

小原田線等改良、町営住宅建設など
◆消防費
　 消防団運営経費、消防機材、災害時備蓄

品、隣地安全対策立木等撤去補助など
◆教育費
　 学校管理、スクールバス運行、奨学

金、文化財保護、図書、総合型地域ス
ポーツクラブなど

◆災害復旧費
　 農林·公共土木災害復旧、公立学校

·観光施設等災害復旧
◆公債費
　 借入金の返済
◆諸支出金
　 特別会計（国保・介護・美術館・農業

集落排水・後期高齢）への拠出金

◆義務的経費

　 その支出が義務付けられているもの

です。

◆その他の経費

　 町が任意に支出するものや、後年に形

を残さない性質のものなどです。

◆投資的経費

　 資本の形成に効果があり、施設等が

ストックされ将来に残るものに支出す

るものです。

総務費
13億34,191千円
(23.2%)

消防費
2億13,396千円
(3.7%)

衛生費
3億26,009千円

(5.7%)

歳出総額
57億49,933千円

諸支出金
3億45,085千円

(6.0%)

農林水産業費
5億11,854千円

(8.9%)

土木費
4億94,286千円

(8.6%)

教育費
3億18,588千円

(5.5%)
公債費

4億92,577千円
(8.6%)

民生費
11億41,683千円

(19.9%)

商工費
1億68,420千円
(2.9%)

災害復旧費
3億29,128千円
(5.7%)

議会費
74,716千円(1.3%)

維持補修費
24,304千円(0.4%)

扶助費
5億24,318千円
(9.1%)

公債費
4億92,577千円

(8.6%)

物件費
6億93,805千円

(12.1%)

補助費等
12億96,812千円
(22.5%)

積立金
1億81,672千円
(3.2%)

繰出金
3億45,085千円

(6.0%)

  　　普通建設事業費

5億90,874千円
（10.3%）   

投資的経費
10億79,045千円
(18.8%)　　　

その他の経費
25億61,078千円

(44.5%)

義務的経費
21億09,810千円
　　　 (36.7%)

人件費
10億92,915千円

（19.0%)

災害復旧事業費
4億88,171千円(8.5%)

投資及び
出資金
19,400千円
(0.3%)

歳出総額
57億49,933千円

一般会計：歳出総額（目的別）の状況

一般会計：歳出総額（性質別）の状況
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話　　題

町の貯金（基金）と借金（地方債）状況

区　分 平成28年度末現在高

財政調整基金 5億1,826万円

減債基金 8,426万円

庁舎建設基金 1,306万円

悠木の里づくり事業基金 3,037万円

地域福祉基金 3,063万円

公共施設等整備基金 5,300万円

ネットワーク事業基金 4,064万円

その他の基金 1億2,947万円

合　計 8億9,969万円

区　分 平成28年度末現在高

過疎対策事業債 18億1,931万円

辺地対策事業債 1億2,108万円

災害復旧事業債 2億1,195万円

公共事業等債 3,736万円

公営住宅建設事業債 2億5,502万円

教育・福祉施設等事業債 3億6,448万円

臨時財政対策債 21億2,324万円

その他の町債 2億7,591万円

合　計 52億0,835万円

貯金（基金）の残高 地方債（借金）の残高

●一般会計に関する状況

　基金のうち、財政調整

基金は、突発的な災害や

緊急を要する経費に備える

ために積立てています。財

源に余裕がある年度には

積立て、不足が生じる年

度には取り崩すことで財源

を調整する役割をしていま

す。

　 平 成 28 年 度 は 約 3

千万円取り崩しを行いまし

た。

　臨時財政対策債は、国が

地方交付税として交付すべき

財源が不足した場合に、そ

の穴埋めとして、地方に借金

してもらう制度ですが、その

返済分について、翌年度以

降の地方交付税に財源措置

をされるものです。なお、臨

時財政対策債を除いた地方

債残高は約 30 億 9 千万円

となっており、前年度より7

千万円増えています。
7.8億円 7.0億円 6.0億円 5.5億円

H24年度
0.0億円

2.0億円

4.0億円

6.0億円

8.0億円

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

財政調整基金

その他の基金 6.7億円 6.4億円 4.3億円 4.2億円

5.2億円

3.8億円

19.6億円 20.4億円 21.0億円 21.4億円

24.3億円 22.7億円 25.3億円 30.2億円

21.2億円

30.9億円

H24年度
0.0億円

5.0億円

10.0億円

15.0億円

20.0億円

25.0億円

30.0億円

35.0億円

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

臨時財政対策債

その他の町債

■ 過去５年間の基金の推移 ■ 過去５年間の地方債残高の推移

　

9
月
1
日
、
町
長
室
で
平
成
28
年
度

の
決
算
審
査
の
報
告
を
小
国
町
監
査
委

員
（
石
松
雄
平
代
表
監
査
、
児
玉
智
博

議
選
監
査
）
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
は
、法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

町
の
出
納
閉
鎖
後
に
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

決
算
審
査
の
内
容
と
し
て
は
、

①
決
算
そ
の
他
関
係
諸
表
等
の
計
数
の

正
確
性
の
検
証
。

②
予
算
の
執
行
又
は
事
業
の
経
営
が
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
、
帳
簿
等
や
関

係
職
員
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
、
監
査

委
員
に
14
日
間
に
渡
る
審
査
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
は
、
「
法
令
等
に
基
づ

き
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。
」
と
の
報
告
で
し
た
。

平
成
28
年
度

決
算
審
査
報
告
書
を
町
長
に
提
出決算審査の報告

平成２９年度自衛官募集
募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 試験会場

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦
細部は問い合
わせください。

11 月 1 日
〜 12 月 1 日

平成 30 年 1 月 6 日
〜 8 日（内 1 日）

平成 30 年
1 月 17 日

陸上自衛隊高等工
科学校

一般
男子で中卒（見
込含）17 歳未

満のもの

11 月 1 日〜平成
30 年 1 月 9 日

１次：平成 30 年 1 月 20 日
２次：平成 30 年 2 月 1 日
　　　〜 4 日（内 1 日指定）

１次：平成 30 年
　　　1 月 26 日
２次：平成 30 年
　　　2 月 16 日

【１次試験】
（３箇所）
1. 熊本会場
2. 天草会場
3. 阿蘇
　阿蘇地域振興局

【２次試験】

健軍駐屯地

問合せ　自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　０９６７−２２−４５７５
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福
岡
か
ら
移
住
し
て
来
た
私
に
と
っ
て
、小
国

の
、特
に「
食
」に
関
し
て
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
な
こ
と

が
い
つ
く
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、道
路
。
季
節
ご

と
に
栗
や
柿
、ゆ
ず
や
梅
な
ど
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！「
食
べ
物
が
落
ち
て

る
」っ
て
、小
国
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ご
く
自
然

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、け
っ
こ
う
衝
撃
的
で

す（
笑
）。

　

自
然
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
国
に
は
そ
の

恵
み
の
恩
恵
を
カ
タ
チ
を
変
え
て
提
供
し
て
く
れ

る
高
い
意
識
と
知
識
を
持
っ
た「
つ
く
り
手
」さ
ん

（
生
産
者
）が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
、小
国
に
は
、豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
活
か

し
て
楽
し
む
環
境
が
あ
り
、も
っ
と
そ
こ
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
い
と
、二
つ
の
企
画
を
始
め
ま
し
た
。

①
ラ
ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
…
隔
週
金
曜
日
の
午
後
１
時

過
ぎ
頃
か
ら
約
20
分
間
、小
国
の「
食
」や「
食
」

に
携
わ
る
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
10
月
か
ら
毎
月
１
回
、講
師

や
テ
ー
マ
を
変
え
て
、小
国
の「
食
」を
実
践
か
ら

学
び
ま
す
。

詳
細
は
町
内
回
覧
を
ご
覧
に
な
る
か
、木
魂
館

（
山
村
活
性
化
協
議
会
事
務
局
）（
46-

５
５
６
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。一
緒
に
小
国
の「
食
」

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。（
山
本
）

　

９
月
13
～
15
日
に
、ム
ラ
の
暮
ら
し
研
究
所「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
九
州
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
、

九
州
各
地
よ
り
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
3
年
目
を
迎
え
る
、「
交
流
」を
テ
ー
マ

と
し
た
研
修
会
で
、京
都
か
ら「
ま
ち
と
し
ご
と
総

合
研
究
所
」
代
表 

東
信
史
氏
と
、福
岡
か
ら「
津

屋
崎
ブ
ラ
ン
チ
」代
表 

山
口
覚
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、対
話
と
町
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

他
に
も
、小
国
町
の「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

森
林
組
合
の
取
組
み
を
学
ぶ
時
間
や
、協
力
隊
の

視
点
か
ら
見
た
各
地
域
の
紹
介
を
2
分
間
で
行

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

現
在
、九
州
に
は
五
百
名
を
超
え
る
協
力
隊
が

活
動
し
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
小
国
で

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
町
を
知
り
・
興
味
を
持

ち
・
ま
た
来
て
頂
く
」き
っ
か
け
作
り
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。ま
た
来
年
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！（
高
田
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
の

話
題

「
小
国
食
の
学
校
」
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
九
州
サ
ミ
ッ
ト

国民健康保険からのお知らせ

　小国町国民健康保険の年間一人当たり費用額（医療費総額）が下の図のとおり、年々増加傾向にあり、

このまま増加し続けると小国町国民健康保険の歳出と歳入のバランスが取れなくなります。歳出を抑

えるためにも、特定健診やがん検診などの住民健診を受けて、自分の体の健康状態を把握していただ

き、体調がすぐれないときは重症化予防のために早めの受診など、医療費削減にご理解とご協力をお

願いいたします。



10
OGUNI 2017.10

○○○○○○福　　祉

　　１　幼稚園に直接、入園申し込みをします。

　２　幼稚園から入園の内定を受けます。

　３　幼稚園を通じて、役場へ利用のための認定

　　  申請をします。

　４　幼稚園を通じて町から認定証が交付されます。

　５　幼稚園と契約をします。

　※認定こども園とは、幼稚園と保育所の機能を併せ持つ 

　　施設です。

　平成27年度から始まった子ども・子育て支援新制度に伴い、小国町立保育園および小国幼稚園（2号・3号）の入園認定に

当たっては、保育を必要とする事由に該当することが必要となり、さらに就労等の時間により保育の必要量［保育標準時間（最

長11時間）利用（フルタイム就労想定）または保育短時間（最長8時間）利用（パートタイム就労想定）］に区分されます。

　保育短時間利用が可能となる保護者の就労時間の下限は1カ月当たり48時間です。

～平成30年度小国町立保育園及び小国幼稚園（幼稚園型認定こども園）の新規入園申込みについて～

保育園に入園できる子どもさんは、両親いずれも（両親と別居している場合には
子どもの面倒を見ている方）が次のいずれかの事情のある場合です。

　★受付期間　   平成 29 年 11 月 1 日〜 11 月 30 日 ( 土日祝日を除く )

　★申 込 先 　 小国幼稚園入園希望の方・・・小国幼稚園

　　　　　　　   小国町立保育園入園希望の方・・・小国町役場福祉課

　　※平成 30 年度途中からの入園をご希望の方も、この期間にお申し込みください。

　　※入園申込書（支給認定申請書兼現況届）は、小国町役場福祉課に備えています。

　★小国町立保育園および小国幼稚園（２号、３号）の在園児のご家庭には、現況届（来年度も継続して入園でき

　　るかを確認するもの）を１月初旬に配布予定です。

　★保育料　国の基準により、保育料は税額に応じた各階層区分により算定します。

　問小国町役場福祉課　☎ 46-2116

平成30年度の小国町立保育園・小国幼稚園（認定こども園）の新規入園申し込み方法は次の通りです。

入園申し込みと同時にこれらの施設を利用するための「教育・保育の必要性の認定」の申請も行ってください。

【 就　　　　労 】 フルタイム、パートタイム、夜間など基

本的にすべての就労を含みます。

【 妊 娠 出 産 等 】 親が出産の前後、病気、負傷、心身に

障がいがあったりする場合

【 病人の看護等 】 長期にわたり疾病の状態にある、又は精

神か身体に障害を有する同居の親族を常

時介護している場合

【 災害復旧 】震災、風水害、火災その他の災害の復旧にあ

たっている場合

【 求職活動 】起業準備を含み最長 90 日以内

【 就　　学 】職業訓練校等における職業訓練を含む

【 虐待やＤＶの恐れがある 】

【 育児休業取得中 】

　　　　　 　既に保育を利用している子どもがいて継続利

　　　　　 　用が必要であること（期限あり）

○小国幼稚園（認定こども園）を希望する場合○小国町立保育園を希望する場合

　１　町に保育の必要性の認定を申請します。

　２　町から認定証が交付されます。

　３　保育園の利用希望の申込みをします。

　４　申請者の希望、保育園の状況などにより町が利用

　　  調整をします。

　５　利用先の決定後契約となります。

※なお、０歳児の入園については、事前に宮原保育園へ

　ご相談ください。

※上記の基準に該当しない場合は入園できません。

　また優先利用該当の判断もあります。
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保
健
師
だ
よ
り

　

「
８
０
２
０(

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル)

運
動
」
と

は
、
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を

保
と
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
20
本
以
上
の
自
分

の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
む
こ

と
が
で
き
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
８
０
２
０
を
達
成
し
、
阿
蘇
郡
市
歯

科
医
師
会
よ
り
合
原
秋
義
さ
ん(

82
歳　

北
里
湯

本
下)

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

合
原
さ
ん
に
歯
を
健
康
に
保
つ
秘
訣
を
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
「
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
な

い
け
れ
ど
、
夜
、
必
ず
歯
を
磨
き
、
そ
の
あ
と
は

何
も
食
べ
な
い
。
好
き
嫌
い
は
な
く
、
何
で
も
食

べ
る
。
特
に
魚
を
よ
く
食
べ
る
。
間
食
は
ほ
と
ん

ど
し
な
い
。
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

歯
の
健
康
は
、
健
康
寿
命
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
的
に
過
ご
す
た

め
、
ま
た
自
分
の
歯
で
噛
ん
で
美
味
し
い
食
事
を

楽
し
む
た
め
に
、
普
段
の
食
生
活
や
歯
磨
き
な

ど
、
こ
の
機
会
に
一
度
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
が
ん
は
高
齢
者
の
方
が
か
か
る
病
気
だ
か
ら
自
分

は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
子
宮
頚
が
ん
の

好
発
年
齢
は
20
代
後
半
か
ら
30
代
、
乳
が
ん
は
40
代
、

精
巣
が
ん
は
20
代
後
半
か
ら
30
代
、
ス
キ
ル
ス
胃
が
ん

は
30
代
か
ら
40
代
と
、
が
ん
は
若
い
人
に
も
関
係
の
あ

る
病
気
で
す
。

　

が
ん
は
、
昭
和
56
年
よ
り
我
が
国
の
死
因
の
第
1
位

で
あ
り
、
今
や
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
り
、
3
人
に

1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
時
代
で
す
。
が
ん
は
遺
伝
子

が
傷
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
病
気
で
、
誰
で
も
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
や
生
活
習
慣
の
改
善
な

ど
で
予
防
可
能
な
が
ん
も
あ
り
ま
す
が
、
完
全
に
は
防

げ
ま
せ
ん
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
。
子
育
て
世
代
・
働
き
盛
り
世
代
の
方
た
ち

は
、
日
々
家
族
の
た
め
仕
事
に
奮
闘
し
、
自
分
の
事
は

つ
い
つ
い
後
回
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
し
か
し
、

大
切
な
人
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
健
康

を
守
る
こ
と
。
今
後
も
健
康
で
い
る
た
め
に
、
年
に
1

度
の
が
ん
検
診
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
特
定
健
診

も
忘
れ
ず
に
！

★
今
年
度
、
最
後
の
ご
案
内
で
す

◎
日
に
ち　

11
月
13
日
（
月
）
午
前
中

◎
場　

所　

パ
ラ
ソ
ル
セ
ン
タ
ー

◎
内　

容　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診

特
定
健
診
・
腹
部
超
音
波
・
骨
粗
鬆
症
検
診
も
同
時
に

受
診
が
可
能
で
す
。

問
小
国
町
役
場　

福
祉
課　

☎
４
６-

２
１
１
６

その他詳細については阿蘇広域行政事務組合ホームページもしくはお電話でお問い合わせください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿蘇広域行政事務組合　☎０９６７−２４−５１１１

     
  
 

８
０
２
０
達
成
者
表
彰

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

命
を
守
る
大
切
な
が
ん
検
診
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☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

　

小
国
郷
寺
小
屋（
夏
休
み
学
習
会
）が
8
月

16
日
と
17
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
小
国
郷
内

の
小
学
生
・
中
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
本

校
生
徒
の
進
路
意
識
と
向
学
心
の
向
上
を
目

指
す
取
り
組
み
で
、
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
は
お
互
い
緊
張
し
て
会
話
も
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
い
き
、

高
校
生
は
小
中
学
生
か
ら
次
々
に
出
さ
れ
る

質
問
に
一
生
懸
命
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
分
か

り
や
す
く
教
え
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
か
悩
ん
だ
り
、一
緒
に
頭
を
抱
え
な
が
ら

難
問
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た

が
、
学
び
の
意
識
を
高
め
る
と
て
も
良
い
経
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）の
２
日
間
、
小

国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
小
論
文
・
尚
志
発
表
、
生
徒
会
企
画

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
授
業
で
学
ん
だ
成
果

や
自
分
た
ち
で
企
画
か
ら
練
り
上
げ
た
作
品

を
全
校
生
徒
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
映
像
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
食
バ

ザ
ー
も
ク
ラ
ス
ご
と
に
出
店
し
、ど
の
バ
ザ
ー
も

完
売
す
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。
午
後
か
ら
の

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
家
庭
部
の
ド
レ
ス
シ
ョ
ー

で
も
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
で
は
ド
レ
ス
を
制

作
し
た
家
庭
部
３
年
生
が
自
ら
そ
の
ド
レ
ス
を

着
て
舞
台
を
歩
き
、
盛
大
な
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。
生
徒
一
人
が
い
く
つ
も
の
役
を
持
ち
な
が

ら
、
懸
命
に
作
り
上
げ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
来

年
も
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
も
の
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

小国郷寺子屋

フェスティバルの様子

｢

ふ
れ
あ
い
教
室｣

受
講
生
募
集

　

隣
保
館
で
は
、
交
流
や
学
習
を

通
じ
て
人
権
を
考
え
る｢

地
域
交

流
促
進
事
業
ふ
れ
あ
い
教
室｣

の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
は
じ
め
て
の
絵
て
が
み
教
室

◎
期　

日　

11
月
～
2
月　

主
に

　
　
　
　
　

第
１･

第
3
火
曜

　
　
　
　
　

全
8
回

◎
時　

間　

午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
前
11
時

◎
内　

容　

絵
て
が
み
の
作
成

◎
場　

所　

小
国
町
隣
保
館

　
　
　
　
　

会
議
室

◎
対　

象　

小
国
町
在
住
の

　
　
　
　
　

お
と
な
の
方

◎
定　

員　

10
名

◎
材
料
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

（
そ
の
他
必
要
な
場
合
あ
り

）

◎
締　

切　

10
月
31
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

　

問
小
国
町
隣
保
館

　
　

☎
４
６-

５
７
２
０

　

第
15
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
絆
を
つ
な
ぐ
32

人　

え
が
お
！
サ
イ
コ
ー
！
す
ぎ
の
こ
ま
つ

り
！
」
で
す
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
こ
の
日
に
向
け
て
一
生

懸
命
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
準
備
を
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
児
童
生
徒
た
ち
の
勇
姿

を
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、11
時
20
分
か
ら「
す

ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。
カ
レ
ー
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
多
数
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
御
来
場
下
さ
い
。

１ 

日
時　

10
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
20
分
か
ら

２ 

場
所　

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
内

３ 

日
程　

　
　
　
　

９
時
30
分
～　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　

９
時
50
分
～　

ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　

（
午
前
の
部
）

　
　
　
　

11
時
20
分
～

　
　
　
　

す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
　

（
食
バ
ザ
ー
・
製
品
販
売
）
開
始

　
　
　
　

13
時
00
分
～　

ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　

（
午
後
の
部
）

　
　
　
　

14
時
30
～　
　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

14
時
50
分　
　

全
日
程
終
了

　

問
熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

　
　

☎
４
６
‐
４
３
７
０　

担
当
：
藤
岡

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

　

  

第
15
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
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○○○○○○子育て

　　　

子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656

 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720

 開発  開発センター

★ぽっけの日  カ  11：00 〜 

10/25（水）　『豆腐作りにチャレンジ！』参加費300円程度
　　　　　　更生保護女性会の方も参加します。
　　＊花唐符さんがボランティアで教えてくださいます。
11/２（木）11:00〜　木魂館グラウンドにて
　　　　　　　　『木育：落葉あそびと焼き芋大会』

★すくすく広場  カ  10：30 〜 11：30（母子手帳を持参ください）
　０歳児を持つ親子の集いです（妊婦さんもどうぞ！）

10/10（火）　『コケ玉作り』は『子どもの栄養教室』に変更
　　　　　　となりました。講師：宇都宮さん
11/14（火）　県栄養士会より
　　　　　   『和風出汁の取り方と簡単クッキング』
　　　　　　エプロン等はいりません。

★おもちゃ図書館 “ミルク”  パラソル   9：00 〜 11：30 

11/11（土）、11/26（日）

★なかよしくまさん  小国高校   10：00 〜 11：50 

10/27（金）　高校生と赤ちゃんのふれあい交流会

★絵本読み聞かせ  カ    11：00 〜　お気軽にご参加ください

10/16（月）　どんぐりころころの会のみなさんによるいろん　
　　　　　　な出し物がありますよ♪
11/  6  （月）   絵本のほか、リズム遊びや親子で楽しむ活動　
　　　　　　 があります。

★その他
10/28（土）9:00〜15:00　カンガルー土曜開館日 
10/31（火）  カ  　 14:00〜　ママ主催：ほっと・カフェ
11/  1（水） （老健２Ｆ）13:30〜　ブックスタート
※11/10は研修会のため、正午で閉館となります。  

★お休み（休館日）
パラソル   10/14,10/15,10/21,10/22,10/28,11/3,
　　　　 11/4,11/5,11/11,11/12
※館予約が入っているため遊べません。

　穴を掘ったり、山を作ったり、手で触れて壊したり、丸め

て団子にしたりできる砂。砂は何度も作り直すことができ、

作ったものは色々なものに見立てやすいので想像力が育つ

と言われています。

　枝や葉っぱ、花などを加えて、ままごとやごっこ遊びなど

砂遊びから発展する遊びは無限の可能性を秘めています。

自然の素材とともに砂場で砂遊びをしてみてはいかがでしょう

か？

子育ちコーナー

あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日 本着新 内案ご

　「しゃばけ」シリーズの最新刊。

体に毒だと知りながら、多くの

薬を口にしてしまった長崎屋

主人の藤兵衛。父を救うべく

妖し達の手をかり若だんなが

奮闘。助ける事はできるのか？！

　図書室（あみだ杉の館）は、役場に近い元肥後銀行の建物

に開館しています。館内には、平成11年の台風で倒壊した阿

弥陀杉でできたモニュメントがあります。蔵書は約15,000冊で、

読み聞かせもできる絵本のへや、20席の学習室があります。県

立図書館からの定期配本や保育園・幼稚園などで読み聞かせ

も行っています。

「とるとだす」
 　　　　　 ／ 畠中　恵

「世界の産声に耳を澄ます」　/　石井光太

「友罪」　/　薬丸岳

「沈黙法廷」　/　佐々木穣

「アキラとあきら」　/　池井戸潤

「孤狼の血」　/　柚月裕子

「かいけつゾロリのかいていたんけん」　/　原ゆたか

「いっさいはん」　/　minchi

今月の

おすすめの一冊！

定期おはなし会

どんぐりころころの会による

※新着本情報は、小国町の Facebook でも随時お知らせしています。

　10/16（月）開催となっています。

　※皆様の参加をお待ちしております。

時間

11：00～11：30
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○○○○○○公立病院

　

医
療
を
行
っ
て
い
く
上
で
病
院
間
の
連
携
は
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

特
に
地
方
の
病
院
に
と
っ
て
は
、
連
携
が
な
く
て

は
病
院
が
成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

小
国
公
立
病
院
の
連
携
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
約
10
年
前
ま
で
は
医
師
の
確

保
は
大
学
の
医
局
か
ら
の
派
遣
で
特
に
困
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
16
年
に
新
臨
床
研
修
制
度
が
始
ま
り
、
大

学
以
外
の
市
内
の
大
き
な
病
院
で
研
修
す
る
若
い

先
生
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
必
然
的

に
大
学
に
勤
務
す
る
医
師
が
減
少
し
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
期
に
熊
大
の
医
局
が
臓
器
別
に
再
編
さ
れ

各
医
局
の
規
模
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
医
局
員

の
数
が
少
な
く
な
る
と
地
方
へ
医
師
を
派
遣
す
る

余
裕
が
医
局
に
無
く
な
り
ま
す
。

　

以
前
は
、
内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
・
小
児

科
・
脳
外
科
が
数
年
単
位
で
医
局
か
ら
常
勤
医
の

派
遣
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
医
局
か
ら
の
派

遣
は
外
科
の
み
で
、
産
婦
人
科
・
小
児
科
・
脳
外

科
は
常
勤
の
先
生
が
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

常
勤
の
医
師
は
小
国
郷
の
医
療
を
心
配
し
て
自

ら
進
ん
で
来
て
く
れ
た
循
環
器
の
片
岡
恵
一
郎
先

生
、
頼
み
込
ん
で
や
っ
と
来
て
い
た
だ
い
た
総
合

診
療
科
の
橋
本
先
生
ご
夫
婦
、
県
か
ら
派
遣
の
吉

村
文
孝
先
生
（
来
年
度
の
派
遣
は
無
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
）
と
外
科
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
他
の

診
療
科
は
20
数
名
の
非
常
勤
の
先
生
方
で
何
と
か

小
国
郷
の
医
療
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

連
携
が
必
要
な
の
は
医
師
の
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
深
刻
な
の
は
看
護
師
不
足
で
す
。

　

現
在
の
病
棟
を
維
持
し
て
い
く
為
に
は
法
で
規
定

さ
れ
た
看
護
師
数
が
必
要
で
す
が
、
現
在
不
足
し
て

い
ま
す
。
病
棟
が
維
持
で
き
な
け
れ
ば
状
態
が
悪
く

て
も
、
小
国
で
は
す
ぐ
に
入
院
す
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
現
在
全
て
引
き
受
け
て
い

る
救
急
車
も
空
き
ベ
ッ
ド
が
無
け
れ
ば
断
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

看
護
師
が
不
足
し
て
い
る
の
に
病
棟
が
維
持
で

き
て
い
る
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
定
年
を
迎
え
た
看
護
師
さ
ん
に
再
任
用
と
い

う
形
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ

は
今
ま
で
は
無
か
っ
た
看
護
師
派
遣
と
い
う
病
院

間
の
連
携
で
す
。

　

現
在
、
熊
本
赤
十
字
病
院
、
熊
本
医
療
セ
ン

タ
ー
、
熊
大
医
学
部
付
属
病
院
か
ら
看
護
師
を
派

遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
患
者
様
の
み
で
無

く
勤
務
す
る
看
護
師
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
い

つ
ま
で
今
の
病
棟
を
維
持
で
き
る
か
不
安
で
す
。

　

病
院
間
の
連
携
と
い
う
と
聞
こ
え
は
良
い
で
す

が
、
今
の
小
国
の
状
況
は
病
院
間
の
連
携
で
は
無

く
拠
点
病
院
に
よ
る
医
師
・
看
護
師
支
援
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
の
医
療
体
制
を
維
持
し
て
い
く
為
に
は
、
も

う
一
つ
連
携
が
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
病

院
と
医
療
が
必
要
な
人
す
な
わ
ち
住
民
の
方
と
の

強
い
連
携
が
な
け
れ
ば
近
い
将
来
小
国
郷
の
医
療

体
制
に
危
機
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
ま
ず
一
人
で
も
、
二
人

で
も
小
国
出
身
の
医
師
・
看
護
師
を
地
元
へ
呼
び

戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
皆
さ

ん
の
、
病
院
が
必
要
だ
と
思
う
声
を
大
き
く
外
に
向

か
っ
て
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
で
小
国
郷
へ
の
医
師
・
看
護
師
に
対
す
る
求

心
力
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

『
小
国
・
南
小
国
の
医
師
９
人
の
中
に
小
国
出
身

者
が
一
人
も
居
な
い
の
は
異
常
で
す
』

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

病
院
の
連
携
に
つ
い
て

小
国
公
立
病
院
院
長　

坂
本
英
世

　

今
回
は
健
康
診
断
（
健
診
）
の
お
話
で
す

健
診
は
、
診
察
や
検
査
で
健
康
状
態
を
評
価

し
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
健
診
に
は
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
費
用
補
助
が
あ
る
健
診
に

は
、
一
般
業
務
の
従
事
者
が
受
け
る
定
期
健

診
、
保
健
所
が
お
こ
な
う
住
民
健
診
、
学
校
生

徒
の
健
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
個
人
負
担
に
な

る
任
意
の
健
診
に
は
、
病
院
で
受
け
る
人
間

ド
ッ
ク
や
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、
健
康
な
長
寿
、

医
療
費
の
抑
制
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
健
診
に
か

か
る
費
用
は
国
に
も
個
人
に
も
大
き
な
負
担
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
健
診
の
費
用
対
効
果
を
調

べ
て
、
健
診
制
度
が
本
当
に
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
す
が
、
健
診
が
長
寿

や
医
療
費
抑
制
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
今
ま
で

の
と
こ
ろ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
話
が
難
し

く
な
る
の
で
一
つ
だ
け
、
最
も
大
切
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
健
診
結
果
で
問
題
や
異
常
が
発
見

さ
れ
た
と
き
、
必
ず
し
も
生
活
習
慣
の
改
善
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
病
気

の
予
防
の
観
点
か
ら
は
、
喫
煙
、
多
量
の
飲

酒
、
肥
満
、
塩
分
過
多
、
運
動
不
足
な
ど
が
多

く
の
人
で
指
摘
さ
れ
る
問
題
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
健
診
の
と
き
に
問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
と
し
て
も
、
禁
煙
や
節
酒
は
難
し

く
、
お
い
し
い
も
の
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

い
、
忙
し
い
の
に
運
動
な
ん
て
で
き
な
い
な

ど
、
「
分
か
っ
て
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
」

の
が
現
実
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
が
放
置

で
き
な
く
な
れ
ば
、
薬
の
治
療
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
で
は
健
診
が
病
気
の
予
防
に
は
つ
な

が
ら
な
く
な
り
、
個
人
の
経
済
的
負
担
が
増

え
、
医
療
費
抑
制
に
も
貢
献
で
き
ま
せ
ん
。

　

毎
年
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

自
体
が
、
そ
の
人
の
健
康
を
維
持
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
結
果
を
う
ま
く
利
用
し

て
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
で
き
る

病
気
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
健
康

な
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

健
診
の
目
的
で
す
。

健
康
診
断

小
国
公
立
病
院
総
合
診
療
科　

橋
本
昌
典



　平成29年8月下旬から、ミャンマー西部から隣国バングラデシュ南部へ避難する人々が、現地で水やシェルター、医療、

食料などが不足し、医療機関や公的サービスはひっ迫した状態が続いています。

また、平成 29 年 9 月に発生した台風 18 号に伴う災害により、大分県で大きな被害が出ました。

日本赤十字社では、下記により救援金、義援金を募集します。

　小国町では、社会福祉協議会及び役場・福祉課の窓口で申し込みの受付を行っています。各義援金の名称、受付期間

は下記のとおりです。

■バングラデシュ南部避難民救援金　　　　　■平成 29 年大風 18 号災害義援金

　　（平成 30 年 3 月 31 日まで）　　　　　　　　（平成 29 年 12 月 28 日まで）

　また、7 月 5 日の九州北部地方における大雨災害に対する義援金受付につきましては、現在も協力の申し出が多く寄

せられていることから、平成 29 年 12 月 31 日まで受付を延長します。

　　詳しいことは、社会福祉協議会（☎ 46-5575）又は役場・福祉課（☎ 46-2116）までお問い合わせください。なお、

義援金以外の物資の受付はありませんのでご了承ください。

日本赤十字社災害救援金、義援金募集・大雨災害義援金受付期間延長のお知らせ
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○○○○○○産　　業

　

小
国
町
森
林
組
合
及
び
阿
蘇
森
林
組

合
合
同
で
小
国
郷
優
良
材
市
を
開
催
致

し
ま
す
。
今
回
で
23
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
県
内
外
な
ど
か
ら
多
数
の
買
い
方

業
者
が
参
加
す
る
事
か
ら
、
こ
の
機
会

に
原
木
出
材
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
日
時
】
11
月
１
日
（
水
曜
日
）

【
場
所
】
小
国
町
森
林
組
合

　
　
　

  

若
宮
共
販
所

【
時
間
】
開
市　
　

９
時
30
分
よ
り

　

        

優
良
材  　

11
時
頃
よ
り

223

小
国
郷
優
良
材
市
近
ま
る
！

木
材
価
格
の
状
況

　

９
月
20
日
に
若
宮
共
販
所
に
お
い
て
、

秋
の
小
国
杉
優
良
材
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
国
郷
の
製
材
業
者
を
は
じ
め
、

県
内
外
よ
り
多
数
の
買
い
方
業
者
が
参

加
し
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
数
量
は
、
２
，
２
７
１
立
方
で

平
均
１
１
，
２
１
１
円
で
し
た
。

　

杉
材
の
最
高
値
は
４
ｍ
70
ｃ
ｍ
で
立
方

辺
り
６
５
，
０
０
０
円
と
な
り
桧
材
は
４
ｍ

42
ｃ
ｍ
立
方
辺
り
６
０
，
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
組
合
と
し
ま
し
て
も
、

さ
ら
な
る
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
原
木
出
品
及

び
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況

共　　販　　日 9 月 1 日 9 月 20 日

販　売　数　量 1,422㎥ 2,271㎥

販　売　金　額 14,974 千円 25,457 千円

総　　平　　均 10,528 円 11,211 円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 9 〜 13 9,570 9,990 9,700 9,720

14 13,010 14,440 14,660 15,690

16 〜 18 12,920 14,100 14,080 14,560

20 〜 22 13,100 15,290 13,050 14,690

24 〜 28 13,600 16,290 14,280 16,900

30cm 上 12,250 16,800 16,600 65,000

3m

 9 〜 13 9,390 9,390 9,110 9,110

14 13,050 14,000 12,870 14,500

16 〜 18 12,300 14,000 12,450 14,000

20 〜 22 13,250 14,000 13,680 14,500

24 〜 28 14,080 14,600 12,840 13,600

30cm 上 12,170 14,000 12,660 14,510

2m 16cm 上 ― ― ― ―

6m

14 〜 18 13,000 13,000 19,000 19,000

20 〜 28 17,120 19,000 16,750 19,000

30cm 上 ― ― 18,580 50,000

桧 4m

10 〜 18 ― ― 14,260 17,500

20 〜 28 ― ― 13,570 15,900

30cm 上 ― ― 19,050 53,000

S
Ｇ
Ｅ
Ｃ
／
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
森
林
認
証
材
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○○○○○○消防・防犯

　

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
十
月
十
一
日
（
水
）
か
ら
二
十
日

（
金
）
ま
で
の
十
日
間
、
「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
防
犯
協
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
自
治
体
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
、
警
察
が
連
携
し
、

各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
全
国
重
点
】

　

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

【
県
重
点
】

　

・
車
両
対
象
の
犯
罪
被
害
防
止

　

み
ん
な
の
力
で
「
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
振
り
込
め
詐
欺
に
も

　
　
　
　
　
　
　

引
き
続
き
警
戒
を
！
◇

電
話
な
ど
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
注
意
！

　

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
な
ど
の
過
信
は

禁
物
！
一
旦
冷
静
に
な
り
、
家
族
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

272

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

210

　

救
助
隊
員
約
20
名
に
よ
る
山
岳
救
助

訓
練
が
8
月
30
日
、
涌
蓋
山
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
と

連
携
し
た
合
同
訓
練
で
、
ブ
ラ
イ
ン
ド

訓
練
形
式
（
隊
員
に
訓
練
の
内
容
を
直

前
ま
で
知
ら
せ
な
い
）
と
し
、
今
回
は
登

山
を
し
て
い
る
人
が
熱
中
症
に
な
っ
た
と

の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
要
救
助
者

を
ヘ
リ
で
吊
り
上
げ
、
搬
送
す
る
救
出

活
動
と
な
り
、
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
の
現
場
活
動
に
生

か
せ
る
充
実
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

全 国 地 域 安 全 運 動
2017.10.11-20

〜安全で住みよい
　　　地域社会の
　　　  実現を目指して〜

特別警戒

実施中！

特
別
救
助
隊

　

山
岳
救
助
訓
練
！

秋
の
行
楽
季
節
に

　
　
　
　

 

備
え
て

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
紅
葉
狩
り
や
登

山
な
ど
屋
外
へ
出
か
け
る
機
会
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
の
で
次
の
よ
う
な
点
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
！

☆
気
象
状
況
を
確
認
し
、
急
な
悪
天
候

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

☆
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
携
帯
電
話
を

持
っ
て
行
っ
た
り
、
家
族
に
行
先
を
伝

え
ま
し
ょ
う
！

☆
蜂
を
見
つ
け
た
際
は
、
刺
激
を
与
え

な
い
よ
う
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま

し
ょ
う
！

☆
こ
の
季
節
は
、
落
ち
葉
な
ど
で
滑
り

や
す
い
場
所
が
多
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
！
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○○○○○○防　　災
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○○○○○○お知らせ・募集

阿蘇地域飼い猫避妊手術費助成について

狂犬病予防集合注射のお知らせ

小国町図書室古本市開催

●受付期間：10 月10 日（火）〜 11 月2 日（木）

　　　　　　※土日・祝日を除く

●受付時間：９時〜１７時

●対象：阿蘇地域にお住いの方でメスの猫を飼っており、

　阿蘇地域の開業動物病院で避妊手術をお考えの方

●助 成 額：5,000 円

【留意事項】

・助成の対象となるのは一世帯２頭までです。

・申込の際には本人確認書類を御持参ください。

・申込多数の場合は抽選となります。

・抽選結果は受付期間（11/2 〆切）終了後 30 日以 

　内に文書にて通知します。

・決定通知が届いた後に手術の予約や申し込みをしてく

　ださい。

●申請書配布場所

・阿蘇保健所衛生環境課及び阿蘇郡内市町村役場担

　当課（小国町役場住民課：☎４６-２１１５）

問阿蘇地域動物愛護推進協議会事務局（阿蘇保健所

　衛生環境課内）　☎ 24-9035

　狂犬病予防の集合注射（秋季）を、下記のとおり実

施します。犬の所有者は、狂犬病予防法第５条に基づき、

飼い犬について毎年１回の狂犬病予防接種が義務付け

られていますので、必ず受けさせてください。

◎日　時　11 月7 日（火）・11 月8 日（水）

◎実施場所及び受付時間 : 下記のとおり

【期　日】

● 11 月7 日 ( 火 )

＜実施場所＞　　　　　　　　 受付時間（予定）

・上田多目的集会所

・（旧）万成小学校

・西里多目的集会所

・北里農業倉庫前駐車場

・（旧）大根洗い場

● 11 月8 日（水）

・（旧）下城小プール横駐車場　

・下城大イチョウ駐車場　

・坂本善三美術館駐車場

・ケヤキ広場駐車場　　　

※狂犬病予防法により、犬の所有者は、犬を取得した日

（生後 90 日以内の犬を取得した場合は、生後 90 日を

経過した日）から30 日以内に犬の登録が必要となります。

　問小国町役場住民課　☎ 46-2115

　今回で７回目となる小国町図書室古本市を開催しま

す。皆さんから集めた本を無料で配布します。

◎日時：10 月29日（日）10：00 〜 17：00

◎場所：坂本善三美術館

　　　　※今回は坂本善三美術館で行われるアート　

　　　　フリマに参加します。ぜひお越しください。

　◆古本募集にご協力ください。

　◎古本受付：10月25日（水）◎受付場所：小国町図書室

　◎募集する本：小説、絵本、一般書、雑誌紙芝居

　※古本の買取はしておりませんので、無償で提供して

　　いただける方のみお持ちください。

　問小国町教育委員会　☎ 46-3317

農業委員会が定める

別段の面積（下限面積）のお知らせ

　農地の売買・贈与・貸借等には農地法第３条に基

づく農業委員会の許可が必要ですが、許可要件の一つ

に所有農地の下限面積が定められています（熊本県は

５０a）。

　平成２１年の農地法改正により、この下限面積を地

域の実情に応じて、農業委員会の判断で引き下げ、別

段の下限面積を定めることができるようになりました。

　小国町農業委員会では、平成２９年７月１０日に開

催された農業委員会において、別段の面積の必要性に

ついて審議した結果、下限面積を３０a に引き下げる

ことで決定いたしました。

問小国町役場産業課　農業委員会事務局☎ 46-2112

労災職業病に関する相談会

　長年、掘削工事や土木工事、草刈り作業などで振動

工具を使い仕事をしていた人で、手指のしびれや痛み、

耳鳴りがするなどの症状で悩んでいる方は労災保険が

適用される場合があります。下記の日程で相談会が開

催されますので、お気軽にご相談ください。

●日時　平成 29 年 10 月 30 日 ( 月 )10：00 〜 12：00

●場所　小国町隣保館　　●相談料　無料

　問建交労九州支部　小国町代表阿南　☎ 46-5008

飲食店食品事業者向けHACCPの考え方に

基づく衛生管理講習会のお知らせ

日程：平成 29 年 11 月 27 日（月）

場所：久留米シティプラザ

対象者：小規模な飲食店事業者、食品衛生指導員

申込期間：平成 29 年 10 月 16 日〜 11 月 10 日

直接「公益事業部ＨＡＣＣＰ事業課」までお問い合

わせください

☎ 03-3403-2112　FAX：03-3403-2384

　阿蘇食品協会小国支会

13：15 〜 13：40

14：00 〜 14：20

14：40 〜 15：05

15：25 〜 15：55

16：10 〜 16：30

13：30 〜 13：50

14：05 〜 14：30

14：50 〜 15：20

15：35 〜 16：30
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○○○○○○お知らせ・募集

　10 月 16 日（月）から22 日（日）までの一週間、

全国一斉に展開されます。

　国などをはじめとする行政に関する苦情や意見、要望

があれば行政評価事務所または行政相談委員にご相談

ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

　問熊本行政評価事務所

　　☎ 096-324-1662

　問小国町の行政相談委員

　　室原正英　委員

　　☎ 46-3613（自宅）

　また、10 月は次のとおり行政相談所を開設します。

お気軽にお越しください。

　◎ 10 月16 日（月）10：00 〜 12：00

　　会場：小国町社会福祉協議会（悠ゆう館）

〜行政相談とは〜

　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、皆さん

から行政サービスに関する意見や要望、苦情、行政の

仕組みや手続きに関する相談等を受け、その解決のた

めの助言や関係機関に対する通知等の仕事を無報酬で

行なっているものです。

秋の行政相談週間

　阿蘇税務署では、事業者の方を対象として、消費税

の軽減税率制度に関する説明会を開催します。

多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひお越

しください。

◎日時  10 月18 日（水）10 時〜 11 時

           10 月19 日（木）14 時〜 15 時

           10 月20 日（金）10 時〜 11 時

◎場所　阿蘇市役所　北側別館大会議室

　会場の席数に限りがありますので、事前に下記の窓

口へお申込みください。

消費税軽減税率制度説明会のご案内

※消費税の軽減税率制度は、平成 31 年 10月1日から

　の消費税率の 10% への引き上げと同時に実施されます。

※軽減対象品目の取扱いがある消費税の課税事業者の方

　だけでなく、例えば、会議費や交際費として飲食料品等

　を購入する事業者の方や消費税の免税業者の方も、取

　扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの区分経理な

　ど、制度の実施に向けた準備が必要となります。

　問阿蘇税務署　☎ 22-0551 　自動音声案内「2」

　下記の日程で世界農業遺産関連のシンポジウムが開

催されます。是非ご参加ください。

◎日時：平成２９年１１月９日（木）

　　　　　　　　　９：４５〜１２：20（予定）

◎場所：阿蘇プラザホテル　１Ｆ大観

◎内容　

①基調講演

演　題：「阿蘇の草原と地域農業の未来」

講　師：宮崎大学教授　西脇　亜也　氏

②パネルディスカッション

テーマ：「草原に秘められた可能性と地域農業の未来」（仮）

（コーディネーター）

阿蘇グリーンストック副理事長　山内　康二　氏

（パネリスト）

熊本植物研究所代表　佐藤　千芳　氏

畜産農家、草原再生オペレーター組合長　井手　孝義　氏

畜産農家、体験民宿なかむら牧場代表　中村　和章　氏

（コメンテーター）

宮崎大学教授　西脇　亜也　氏

※先着順となりますので、定員になり次第締め切らせて 

　いただきます。

 ◎申し込み先：小国町役場産業課　☎ 46-2112

世界農業遺産シンポジウム開催のお知らせ

　大会を通して、青少年の健全育成、体力増進及びお

互いの交流を図ることを目的に、第 36 回小国町ﾛｰﾄﾞﾚ

ｰｽ大会を下記のとおり開催します。多くの方の参加をお

待ちしています。

◎日時　11 月12 日 ( 日 ) 開会式：午前　9：15

　　　　スタート：午前 10：00 予定

◎場所　消防北部分署 ( スタート・ゴール )

◎距離　小学１年生（男子１キロ、女子１キロ）

　　　　小学２年生（男子１キロ、女子１キロ）

　　　　小学３年生（男子２キロ、女子１キロ）

　　　　小学４年生（男子２キロ、女子２キロ）

　　　　小学５年生（男子３キロ、女子２キロ）

　　　　小学６年生（男子３キロ、女子２キロ）

　　　　中　学　生（男子５キロ、女子３キロ）

　　　　高校・一般（男子５キロ、女子３キロ）

◎参加料　小・中・高：300 円　一般：500 円

◎申込期限　10 月31 日（火）

◎申込先　小国町教育委員会内体育協会事務局まで

※申込書用紙は小国町教育委員会にあります。

◎その他　中止の場合、参加料は返金いたしません。

ただし、参加賞はお渡しします。　

　問小国町教育委員会　☎ 46-3317

第36回小国町ロードレース大会参加者募集



学 校 公 開 日

10 /16 月 　小国小・小国中　　9：30 〜 12：30

11 /15 水 　小国小・小国中　　9：30 〜 12：30

水 道 当 番 店

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎46-2231

22 日 （ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

29 日 宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎46-2240

3 祝

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46-2819

キ タ ザト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

（ 有 ） 産　    　 興 ☎46-2507

（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎46-2331

5 日 宮 崎 水 道 ☎46-5048

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

12 日

北里電業水道設備（有）☎46-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625
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消 費 生 活 相 談

問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　     10 / 17・24・31　　11 / 7・14

木 　     10 / 19・26　　　11 / 2・9

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 〜 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、

債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。
※電話相談も受け付けています。

社 協 告 知 板

　この度、次の方々からご寄付いただきましたので、お

礼とともにお知らせ致します。

　○香典返しとして

　　宮原関田　　橋本　悦代様

　　　　　　　　故人　辰夫様

　　黒渕本村　　佐藤　弘美様

　　　　　　　　故人　チス様

　　下城市井野　時松　達也様

　　　　　　　　故人美智子様

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社会福

祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

税 告 知 板

問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

今月の町税についてお知らせします。

◎町・県民税（第 3 期分）

◎納期限及び口座振替日：10 月 25 日（水）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願

いします。

10/16 〜11/15

ゆうステーション 30th 記念イベント
小国町観光 PR 感謝祭

日時：10 月 22 日　10：00 〜 15：00
場所：道の駅小国ゆうステーション前広場
内容：杖立温泉・わいた温泉の指湯、ひょっとこ

踊り、木工教室、特産品の販売、大抽選会等
　　　たくさんご来場をお待ちしています。

問小国ツーリズム協会　☎ 46-4440
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休日在宅医

10/16 〜
11/15

小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

10/22 古 閑 医 院 ☎ 22-3000

  　29 大 阿 蘇 病 院 ☎ 22-2111

11/  3 一 の 宮 整 形 外 科 ☎ 22-3901

  　  5 小 野 主 生 医 院 ☎ 32-0039

  　12 阿 蘇 温 泉 病 院 ☎ 32-0881



おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  図書  小国町図書室
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16 月
行政相談 福祉センター悠ゆう館
10：00 〜 12：00

17 火

18 水

19 木
３歳児健診 おぐに老人保健施設 2 階

受付 13：00 〜 13：15

20 金

21 土 パラソル休館日

22 日
ゆうステーション３０周年記念
小国町観光 PR 感謝祭

パラソル休館日

23 月
心配ごと相談  福祉センター悠ゆう館

 10：00 〜 11：30

24 火

25 水 無料法律相談  パラソル 10：00 〜 15：00

26 木 出張相談会  パラソル 13：30 〜 16：00

27 金

28 土 パラソル休館日

29 日

30 月

31 火

1 水
３〜 4ヵ月児健診及び６〜７ヵ月児健診
 　おぐに老人保健施設 2 階 受付 13：00 〜 13：15

2 木

3 金 パラソル休館日

4 土 パラソル休館日

5 日 パラソル休館日

6 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 〜 11：30

7 火

8 水 行政相談  パラソル 10：00 〜 12：00

9 木
出張相談会  パラソル 13：30 〜 16：00
年金相談 福祉センター悠ゆう館
10：00 〜 15：00【予約制☎ 096(367)2503】

10 金

11 土 パラソル休館日

12 日 パラソル休館日

13 月

14 火

15 水
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10 元気クラブ
問地域包括支援センター　☎ 46-2116

17 火
9：30 〜 片田集会所

13：30 〜 倉原公民館

19 木
9：30 〜 宮原 7 部集会所

13：30 〜 西里多目的集会所

20 金
9：30 〜 宮原 2 部集会所

13：30 〜 西村公民館

23 月 9：30 〜 黒渕公民館

25 水
9：30 〜 塩井川公民館

13：30 〜 悠ゆう館

26 木 13：30 〜 杖立温泉会館

27 金
9：30 〜 万成寺公民館

13：30 〜 旧下城小体育館

31 火
9：30 〜 片田集会所

13：30 〜 倉原公民館

1 水
9：30 〜 北里 3 部集会所

13：30 〜 室原集会所

2 木
9：30 〜 宮原 7 部集会所

13：30 〜 西里多目的集会所

8 水
9：30 〜 塩井川公民館

13：30 〜 悠ゆう館

9 木
9：30 〜 黒渕公民館

13：30 〜 杖立温泉会館

10 金
9：30 〜 万成寺公民館

13：30 〜 旧下城小学校

14 火
9：30 〜 片田集会所

13：30 〜 倉原公民館

15 水
9：30 〜 北里３部集会所

13：30 〜 室原公民館
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※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成 29 年 9月1日現在（前月比）

総人口　7,315 人　（-   20）

男　性　3,465 人　（-   12）

女　性　3,850 人　（-     8）

世帯数　3,100 戸　（-   16）

編  集  後  記

●今年も早いもので、もう秋です。10

月 17 日、18 日は秋祭りが開催されま

す。当日は交通規制も実施されますので、

皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解のほどよろしくお願いします。

●毎年のことですが急激に寒くなりま

したね。朝起きてから何を着て行こうか、

迷う毎日。お昼はそこそこ暖かいものの、

朝晩はやっぱり寒いですね。皆さま風

邪などひかれないように…。

（セツダ）

　今年も下記の日程でふるさとの秋
祭りが開催されます。
　各戸に秋祭りの冊子をお配りして
いますので、ご確認ください。

ふるさとの秋祭り

子ども達が活躍中！

ー　平成２９年度全九州小学生バドミントン選手権大会　ー

　平成２９年 9 月 2 日八代市総合体育館にて行われた、全九州小学生バ

ドミントン選手権大会熊本県予選にて、おぐにジュニアのみなさんが優

秀な成績をおさめられました！

☆　結　果　（４位以上が九州大会出場）

　三笘楓真（小国小６年生）　小学６年生以下男子シングル　３位

　河津杏音（小国小６年生）　小学６年生以下女子シングル　準優勝

　佐藤ゆめ（小国小５年生）　小学５年生以下女子シングル　優勝

　宮﨑直也・安達琉偉（小国小４年生）小学４年生以下男子ダブルス　準優勝

　みなさんは 10 月 21 日〜 22 日に大分県別府市の別府アリーナで開催される、

全九州小学生バドミントン大会に出場します。全国大会に出場できるよう、み

んなで応援しましょう！

左から　６年女子Ｓ　河津杏音、５年女子Ｓ　佐藤ゆめ、６年男子Ｓ　三笘楓真、

　　　　４年男子Ｄ　宮﨑直也・安達琉偉　※Ｓ：シングル、Ｄ：ダブルス

ー　第３４回ハヤカワ旗軟式野球大会（小学生の部）　ー

　8 月 11 日から 13 日に熊本県総合運動公園を中心に行われた第 34 回

ハヤカワ旗軟式野球大会（小学生の部）で小国少年野球クラブが 3 位と

なる快挙を成し遂げました。連日、炎天下の中で行われた大会でしたが、

集中力を切らすことなく練習の成果を発揮する事が出来ました。

　小国少年野球クラブは発足して 12 年目となる今年、ろうきん旗県大

会でベスト 8、福岡県で開かれたあすなろ旗でもベスト 8 入りを果たす

絶好調の中、４５チームが参加する今大会に臨み初のベスト 4 となりま

した。準決勝で敗れましたがろうきん旗からハヤカワ旗までの１３試合

の内、８試合が逆転勝利で最大６点差を逆転する試合もありました。指

揮を執る宇野英典監督は「選手全員が声を出し合い、あきらめない気持

ちになれたことが結果となり成長の証だと思います。小国町をはじめ多

くの方々の協力とご支援のおかげで子供達と野球が出来る事に感謝して

います」と述べられました。これからも大会は行われますので、小さな

球児たちの活躍に期待が持てます。


